
 

 

 

年
が
明
け
、
読
む
会
は
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
の
祝
日
が
第
３
月
曜
日
と
な
る
の
は
９
月
だ
け
で
、

例
会
は
去
年
よ
り
多
い
１
１
回
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
負
け
ず
、
全
員
元
気
に
完
走
し

た
い
も
の
で
す
。
今
回
の
第
１
４
巻
は
、
足
利
、
新
田

両
氏
の
対
立
が
全
面
衝
突
に
発
展
し
、
成
立
し
た
ば
か

り
の
建
武
政
権
が
崩
壊
す
る
場
面
で
す
。
天
皇
と
の
敵

対
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
足
利
尊
氏
の
苦

悩
に
も
触
れ
な
が
ら
読
み
進
み
ま
し
た
。 

◇
こ
の
日
の
輪
読
箇
所
は
次
の
通
り
で
す
。 

（
一
）
足
利
殿
と
新
田
殿
と
確
執
の
事
（
二
）
両
家
奏
状
の
事 

足
利
・
新
田
の
支
配
権
争
い
（
ｐ
３
４
５
～
３
４
８
） 

 

中
先
代
の
乱
を
平
定
し
た
足
利
尊
氏
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
認
め

た
東
国
八
ヶ
国
管
領
権
を
使
っ
て
、
関
東
の
新
田
氏
所
領
を
部
下

に
恩
賞
と
し
て
分
け
与
え
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
新
田
義
貞
は

諸
国
の
足
利
領
を
取
り
上
げ
て
分
配
す
る
。
こ
の
確
執
は
、
鎌
倉

幕
府
打
倒
直
後
に
始
ま
る
が
、
い
ま
や
一
触
即
発
の
様
相
と
な
っ

た
。
両
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
相
手
の
討
伐
を
朝
廷
に
申
請
す
る
。 

（
三
）
節
刀
使
下
向
の
事 

尊
氏
討
伐
軍
出
陣
（
ｐ
３
５
６
～
３
６
０
） 

 

朝
廷
は
、
確
実
な
証
拠
が
な
い
と
し
て
、
結
論
を
い
っ
た
ん
保

留
し
た
が
、
護
良
親
王
付
き
の
女
房
が
上
洛
し
て
親
王
の
殺
害
を

報
告
、
足
利
方
が
諸
国
に
発
し
た
新
田
誅
伐
の
軍
勢
催
促
状
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
で
、
足
利
氏
を
朝
敵
と
決
定
。
新
田
義
貞
を
大
将

と
す
る
討
伐
軍
が
、
尊
氏
が
居
座
る
鎌
倉
に
向
か
っ
た
。 

（
五
）
矢
作
合
戦
の
事 

足
利
氏
、
尊
氏
抜
き
で
迎
撃
（
Ｐ
３
６
２
～
３
６
６
） 

 

討
伐
軍
の
出
発
を
知
っ
た
尊
氏
は
「
後
醍
醐
天
皇
か
ら
い
た
だ

い
た
厚
恩
に
は
背
け
な
い
。
護
良
親
王
殺
害
も
軍
勢
催
促
も
私
の

知
ら
ぬ
こ
と
。
諸
君
で
対
処
せ
よ
」
と
、
動
こ
う
と
し
な
い
。
困

っ
た
一
族
の
重
鎮
た
ち
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
天
下
の
武
士
は
公

家
の
下
で
苦
し
む
だ
け
だ
」
と
尊
氏
抜
き
の
迎
撃
に
踏
み
切
り
、

尊
氏
の
弟
直
義
の
指
揮
下
に
三
河
国
矢
作
宿
ま
で
出
陣
し
た
。 

（
六
）
鷺
坂
軍
の
事
（
七
）
手
越
軍
の
事 

退
却
重
ね
る
足
利
方
（
ｐ
３
７
０
～
３
７
３
） 

 

矢
作
で
敗
れ
た
足
利
方
は
そ
の
後
も
連
敗
し
て
鎌
倉
に
退
却
。

 

新
田
方
は
な
ぜ
か
、
伊
豆
で
追
撃
の
足
を
止
め
、
不
運
を
招
く
。

 

（
八
）
箱
根
軍
の
事 

尊
氏
つ
い
に
立
つ
（
ｐ
３
７
４
～
３
７
７
） 

 

鎌
倉
に
戻
っ
た
直
義
ら
は
、
法
体
姿
で
建
長
寺
に
籠
る
尊
氏
に

「
た
と
え
出
家
し
て
も
処
罰
す
る
」
と
い
う
偽
綸
旨
を
見
せ
て
翻

意
を
迫
り
、
説
得
に
成
功
。
直
義
は
箱
根
路
で
、
尊
氏
は
足
柄
峠

か
ら
竹
下
に
出
て
新
田
軍
に
対
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
梅 

松
論
に
よ
れ
ば
、
尊
氏
が
籠
っ
た
の
は
浄
光
明
寺
） 

（
九
）
竹
下
軍
の
事
（
十
）
官
軍
箱
根
を
引
き
退
く
事 

新
田
軍
、
尊
氏
に
敗
れ
総
退
却
（
ｐ
３
８
２
～
３
９
３
） 

 

竹
下
で
尊
氏
軍
に
対
し
た
新
田
方
は
、
公
家
と
武
家
の
混
合
部

隊
だ
っ
た
上
、
大
友
、
塩
冶
氏
の
寝
返
り
も
あ
っ
て
、
た
ち
ま
ち

総
崩
れ
。
優
勢
だ
っ
た
箱
根
路
の
義
貞
は
、
退
却
を
決
意
す
る
。

そ
の
後
も
先
陣
を
立
て
直
せ
な
い
ま
ま
、
尾
張
ま
で
後
退
し
た
。

 

（
十
一
）
諸
国
朝
敵
蜂
起
の
事
（
十
二
）
将
軍
御
進
発
の
事 

京
都
攻
防
戦
へ
（
ｐ
３
９
６
～
４
０
７
） 

 

こ
の
こ
ろ
、
足
利
一
族
の
細
川
定
禅
が
讃
岐
で
蜂
起
、
備
前
に

渡
海
し
て
京
都
に
攻
め
上
る
気
配
を
見
せ
た
。
こ
の
ほ
か
五
畿
、

七
道
の
各
地
で
、
建
武
政
権
に
反
旗
を
掲
げ
る
動
き
が
続
発
。
朝

廷
は
尾
張
の
義
貞
に
帰
還
を
命
じ
、
迫
る
足
利
軍
か
ら
宇
治
、
山

崎
、
大
渡
の
ラ
イ
ン
で
京
都
を
防
衛
す
る
布
陣
を
敷
い
た
。 

（
十
四
）
山
崎
破
る
る
事
（
十
五
）
大
渡
破
る
る
事 

（
十
六
）
都
落
ち
の
事 

防
衛
線
破
れ
、
天
皇
京
都
脱
出
（
ｐ
４
１
０
～
４
１
５
） 

 

細
川
・
赤
松
軍
に
山
崎
を
破
ら
れ
た
事
で
官
軍
は
総
崩
れ
。
天

皇
は
、
三
種
の
神
器
と
と
も
に
比
叡
山
下
日
吉
神
社
内
西
大
宮
付

属
の
仏
教
施
設
「
彼
岸
所
」
に
移
っ
た
。
延
暦
寺
の
支
配
下
に
あ

っ
た
当
時
の
日
吉
神
社
の
神
仏
習
合
の
姿
を
物
語
る
。 

 
 

 

太平記を読む会第１４回例会 

２０２０年１月２０日 

第１６巻輪読予定ページ（３月１６日） 

１） ３４所々の城郭～３９向けられける 

２） ４５さる程に～４８取られける 

３） ４９さる程に～５２上げられける 

４） ５３さる程に～５７着き給ひける 

５） ６１さる程に～６４濡らされける 

６） ６５かくて～６９陣を張る 

７） ７７楠判官正成～８１中に臥しにけり 

８） ８２かかりければ～８５引かれけれ 

９） ８７これより前に～９０先とする 

１０） ９４持明院殿～９７合はせける 

１０１これのみ～１０２構へらる 

１１） １０３かかりしかば 

       ～１０６恐ろしけれ 


